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― 
 本論文は、南北朝後期の造像碑について考察を加え、この期に中国へ及んだ、西域影響を論じたも
のである。造像碑とは、仏像と文字の両者を刻んだ石製造像のことで、特に南北朝時代に中国各地で
制作された。論文は、四川省の造像碑を取り上げる第一章・第二章と、山西省の作例を対象にした第
三章より構成される。 
 第一章では、四川省成都市万仏寺址より出土した造像碑の断片で、表面に須弥山、裏面に弥勒菩薩
の宮殿をあらわす須弥山図浮彫をとりあげる。このうち弥勒宮殿上部にある五本の列柱表現の意味と
して、まずはインドブッダガヤ釈迦成道地の金剛宝座塔である可能性を検討した上で、より近い表現
として南インドアマラヴァティーから出土した石板ストゥーパ図の「アーヤカ柱」を見出す。両者は
仏座の上に並ぶ五本の列柱という点が酷似していることから、論者はこの作品に及んだインド影響を
想定する。さらに須弥山図の樹木を中国神話の「建木」と見なし、各所に表現される五人の人物を昇
天する供養人と想定した。そして、須弥山図の裏面にアーヤカ柱を伴う弥勒宮殿をあらわすことで、
須弥山世界から仏世界への導入を象徴させる意味があると解釈した。 
  第二章では、四川省成都市から出土した造像碑を取り上げ、従来金剛力士と見なされていた持杖脇
侍像の図像的源泉を探る。金剛力士は同じ作品に別に表現されていることから、従来説を否定し、類
似する図像としてキジル石窟の「蛤聞法死後昇天縁」に表現される牧牛人を見出した。両者は巻髪を
具える、棍棒状の杖を持つという二点に共通性がある。ここから、四川造像に及んだキジル地域から
の影響を想定した。 
  第三章では、山西省運城市から出土した、北周保定二年（562）銘の法蔵造像碑（山西省博物院）
を対象とし、銘文と表現を詳細に検討した上で、表現の源流、造立者とその信仰について考察を加え
た。本造像の起像主陳氏については、北魏から北周時期に山西省運城市周辺で力を持った一族である
ことを示し、像主比丘尼法蔵のいる尼寺に奉納するために造られた作品と想定した。また、碑頭の獅
子形、碑陽（表面）最下段の当陽仏（釈迦）の着衣と胸部の仏心相、碑陰（裏面）中段の須弥燈王仏
の両足裏を付ける坐法のいずれもが、インド・西域に源流の辿れる表現であることを多くの事例を示
しながら説得的に示した。そして、本造像中の各尊の尊名が『大通方広経』に由来するという先行研
究を承けつつ、南北朝期に流行した『観仏三昧海経』に基づく諸仏への敬礼を通じて懺悔・滅罪を期
待した造像であると結論づける。 
 以上の議論を通じ、南北朝後期の造像碑における西域影響を具体的にあきらかにした。伝播ルート
の想定は、参照する材料が少なく試案の提示に留まるものではあるが、傾聴に値する提言となってい
る。作品内部の小さなモチーフを大きな文化的交流の表徴と見る本論文の方法は、美術史研究の一つ
の醍醐味を示しており、具体的に明らかにした事実とともに、その成果は斯界へ寄与するところ大で
ある。よって、本論文の提出者は博士（文学）の学位を授与されるに十分な資格があると認められる。 
 
